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近畿地方整備局近畿地方整備局１．淀川高規格堤防整備事業の概要

１) 淀川高規格堤防整備事業の概要
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＜淀川高規格堤防の整備状況＞

番号 地区名 延長(km)

① 出口 0.18

② 城北 0.24

③ 守口 0.12

④ 大塚 0.26

⑤ 前島① 0.28

⑥ 点野 0.08

⑦ 木屋 0.06

⑧ 伊加賀西② 0.37

⑨ 出口北 0.10

⑩ 一津屋 0.10

⑪ 伊加賀西① 0.53

番号 地区名 延長(km)

⑫ 酉島 0.34

⑬ 山崎 0.17

⑭ 前島② 0.15

⑮ 大塚② 0.08

⑯ 大東 0.18

⑰ 新町 0.61

⑱ 江川② 0.05

⑲ 江川 0.59

⑳ 牧野北 0.24

21 点野② 0.12

淀川完了地区合計 4.85

＜完了地区＞

淀川高規格堤防
要整備延長 89.2km［両岸計（支川含む）］

平成22年4月時点

21

海老江地区

大宮地区

大庭地区
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戸の内

神崎橋

枚方 
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瀬田川洗堰 

島ヶ原
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大戸川 杣川

野洲川
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愛知川

犬上川
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姉川

安曇川

草津川

柘植川

一庫ダム
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凡 例 

流域界 

府県境 

基準地点 

基準地点（正常流量） 

主要な地点 

既設ダム 

既設堰 

項目 諸元

流域面積 8,240km²

幹線流路延長 75km

流域内人口 1,179万人

流域内市町村 54市24町4村

淀川高規格堤防
要整備区間
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発生
年月日 発生原因

流量
（枚方）
（m3/s）

浸水
面積
（ha） 被害概要

明治18年
7月1日

暴風雨（明治
大洪水）

不 明 88,371 死者・行方不明者：100名
浸水家屋：約76,000（戸）

大正6年
10月1日

台風（大正大
洪水）

不 明 16,733 死者・行方不明者：52（人）
浸水家屋：約44,000（戸）

昭和28年
9月25日 台風13号 7,800 31,960 死者・行方不明者：178（人）

浸水家屋：約56,000（戸）

昭和34年
8月14日 台風7号・前線 6,800 7,924 死者・行方不明者：23（人）

浸水家屋：47,500（戸）

昭和34年
9月27日

台風15号

（伊勢湾台風）
7,970 13,811 死者・行方不明者：47（人）

浸水家屋：約38,000（戸）

昭和36年
10月28日

台風26号・前
線・低気圧

7,206 6,669 死者・行方不明者：4（人）
浸水家屋：12,600（戸）

昭和40年
9月17日 台風24号 6,868 304 死者・行方不明者：11（人）

浸水家屋：40,300（戸）

昭和57年
8月2日 台風10号 6,271 1,252

死者・行方不明者：49（人）
浸水家屋：50,200（戸）

１．淀川高規格堤防整備事業の概要

芥川の決壊状況

明治18年7月暴風雨による
被害状況

２) 淀川流域で発生した過去の水害

芥川の決壊状況

明治18年の大洪水で流された天満橋「大阪市100年」より

明治18年の安治川橋で、上流から橋梁の木材片が

流されて溜まっている状況 「大阪市100年」より
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３) 事業を巡る社会情勢等の変化

大阪平野は、大河川に囲まれた低平
地となっている。このエリアに、関西
の中枢機能が集積し、洪水被害のポテ
ンシャルが高い。

淀川

大阪駅

新大阪駅

天王寺駅

寝屋川

平野川

神崎川

尼崎駅

A

B

大阪城

猪名川

低平地に広がる大阪市街地

A

淀川・大和川に囲まれた大阪市

B

淀
川
淀
川

大和川

１．淀川高規格堤防整備事業の概要
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３) 事業を巡る社会情勢等の変化

淀川流域内の大阪市の人口は、昭和35年の約301万人

から微増し、昭和40年にはピークを迎え、平成22年に

は約267万人となり、日本の人口の約2％を占める。

大阪市の製造品出荷額は、平成21年時点で約3.7兆円

となっており、近畿地方の約8.6％（大阪府の約

25％）を占める。なお、近年は減少傾向にあるものの

依然として多い。
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※ S40およびS45の製造品出荷額については統計データなし。

１．淀川高規格堤防整備事業の概要

淀川流域内の守口市の人口は、昭和35年の約10万人

から急増し昭和45年にはピークを迎え、平成22年に

は約15万人となっている。

守口市の製造品出荷額は、平成21年時点で約1.8兆円

となっており、近畿地方の約0.4％（大阪府の約

1.2％）を占める。なお、平成12年からは減少傾向に

ある。
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※ S40およびS45の製造品出荷額については統計データなし。

【大阪市】 【守口市】
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◆ 大都市と重要交通網の形成

■ 主要道路 ：平日24時間交通量の平均値

・阪神高速1号環状線 ：約110千台/日

・阪神高速13号東大阪線 ：約102千台/日

・阪神高速16号大阪港線 ：約 90千台/日 他 計 9路線（約631千台/日）

－ 出典：平成17年度 道路交通センサス －

海老江地区

３) 事業を巡る社会情勢等の変化

１．淀川高規格堤防整備事業の概要

－ 出典 1： 平成17年度 道路交通センサス －

－ 出典 2： 第二京阪道路交通状況概要【速報】 －

大宮地区

○沖積平野に形成された淀川下流部は、洪水時の河川水位より低い位置にある。
○淀川の氾濫区域内には、国道2号、43号、JR、阪急電鉄、阪神電鉄、京阪電鉄等の重要交通網が密集。
○大阪駅周辺には地下鉄や地下街が多くあり、氾濫時には甚大な被害が想定される。

大阪駅周辺の地下街等

大庭地区

海老江地区 大宮地区 大庭地区

【凡 例】

整備箇所破堤時の浸水想定区域

－ 出典 ： 大阪府統計年鑑 －

■ 鉄 道 ： 乗降客数（駅名）

・JR大阪環状線 ：約753千人/日（芦原橋、大正、弁天町、西九条、野田、福島、大阪）

・JR東海道本線 ：約643千人/日（大阪）

・市営地下鉄御堂筋線：約491千人/日（中津、梅田） 他 計 16路線（3,352千人/日）

■ 鉄 道 ： 乗降客数（駅名）

・JR大阪環状線 ：約 386千人/日（桜ノ宮、大阪城公園、京橋）

・京阪電鉄京阪本線 ：約 407千人/日（大和田、守口市、西三荘他 計12駅）

・市営地下鉄谷町線 ：約 127千人/日（守口他 計7駅）他 計 11路線（1,559千人/日）

■ 主要道路 ：平日24時間交通量の平均値
・国道1号 ：約 53千台/日
・阪神高速13号東大阪線：約 91千台/日
・第二京阪道路 ：約 33千台/日 他 計 7路線（384千台/日）

－ 出典 ： 大阪府統計年鑑 －

【海老江地区】 【大宮地区・大庭地区】

－ 出典 ： 大阪府統計年鑑 －
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２．海老江地区高規格堤防整備事業

２－１．海老江地区高規格堤防整備事業の概要
1）海老江地区高規格堤防整備事業の概要
2）共同事業の概要
3）事業の経緯

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
1）事業の進捗状況
2）平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業が中止した場合の影響
3）事業の投資効果
4）関係自治体の意見等

２－３．海老江地区の対応方針（原案）
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高規格堤防盛土工事
淀川南岸線

淀川左岸線（２期）
地盤改良工事

上面整備工事

東洋ガラス㈱ 大阪市 河川区域

高規格堤防盛土工事
淀川南岸線

淀川左岸線（２期）
地盤改良工事

上面整備工事

東洋ガラス㈱ 大阪市 河川区域

【地区の概要】
施工箇所 ：淀川左岸 4.3k～4.8k
事業期間 ：平成16年度～平成23年度
共同事業者：東洋ガラス株式会社
関連事業 ：淀川左岸線(2期)、淀川南岸線事業
延 長 ：350m

海老江地区

淀
川

南
岸

線
・

淀淀

淀川事業区域

淀
川

左
岸

線
（２

期
）

え び え

海老江地区では、東洋ガラス株式会社の自社工場移転に合わせ、
高規格堤防の整備を行い、大阪市域における壊滅的な浸水被害の
発生を未然に防止する。
当該地区の高規格堤防整備事業は、平成23年度の完成を目指し

ている。

２－１．海老江地区高規格堤防整備事業の概要

１) 海老江地区高規格堤防整備事業の概要

淀 川

淀川左岸線（2期）

淀川南岸線

A

A

【A-A断面】

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲
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え び え

《大阪都市計画道路：淀川左岸線2期》
淀川左岸線は1期区間と2期区間に分かれており、2期区間は淀

川の左岸堤防に沿って建設される。この2期区間は海老江地区高
規格堤防盛土範囲と淀川左岸堤防の間を通過する。

淀川左岸線2期は平成24年度より着手予定であり、平成32年度
の完成を予定している。

なお、淀川左岸線2期は都市再生プロジェクトとして計画され
た都市高速道路である。

２) 共同事業の概要

一体整備区間

一体整備区間

都市再生プロジェクト

『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路

一体整備区間一体整備区間

一体整備区間一体整備区間

都市再生プロジェクト

『新たな環状道路との一体整備』

大阪都市再生環状道路大阪都市再生環状道路

淀川左岸線・淀川南岸線

＜関連事業の概要＞

共同事業者の東洋ガラス株式会社は、自社工場を移転し、高規格堤防による盛
土後に上面の土地活用を行う予定。

淀川左岸線・高規格堤防整備の一体整備予定区間 約4.3km（左岸4.3km～8.6km）
淀川左岸線（淀川左岸線（22期）・淀川南岸線期）・淀川南岸線 計画図計画図（大阪市作成パンフより抜粋）（大阪市作成パンフより抜粋）

海老江地区

淀川南岸線・淀川左岸線（2期）イメージ図

２－１．海老江地区高規格堤防整備事業の概要

淀川南岸線

淀川左岸線（Ⅱ期）
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え び え

平成14年10月 ・東洋ガラス株式会社本社にて高規格堤防協力依頼。高規格堤防概要説明。協議開始合意。

・東洋ガラス株式会社に高規格堤防整備事業に向けての協力依頼文書発信。

・補償の考え方、今後の進め方等について東洋ガラス株式会社と協議。

平成14年11月 ・建物調査実施について了解を得る。

平成15年 1月 ・東洋ガラス株式会社より協力依頼についての回答。

平成15年 5月 ・補償についての基本的考え方について説明。

・補償調査・測量実施に関して現地立ち会いを実施。

平成16年 6月 ・調査ボーリング着手。 H16.8完了

平成16年10月 ・基本協定締結および補償契約締結。

平成18年11月 ・施工協定締結。（土壌汚染対策工事と高規格堤防整備工事の共同工事）

平成17年 5月 ・地元説明会実施。

平成21年 3月 ・施工協定完了。（土壌汚染対策工事と高規格堤防整備工事の共同工事）

◆共同事業者の東洋ガラス株式会社との調整経緯

３) 事業の経緯

２－１．海老江地区高規格堤防整備事業の概要
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え び え

・共同事業者である東洋ガラス株式会社による土壌汚染対策工事が平成20年度に完了。

・平成21年度より、高規格堤防整備のための軟弱地盤の地盤改良対策工事を開始し、平成22年10月に完了。

・平成22年8月に高規格堤防盛土工事の国債工事を発注し、平成23年度完成を目指し工事継続中。

・東洋ガラス株式会社は、平成24年6月に上面整備事業を着手する予定である。

・関連事業の淀川左岸線2期・淀川南岸線は、平成24年度より工事着手予定である。

１) 事業の進捗状況

河川事業 共同事業・関連事業

H21年度
まで

H24年度
以降

地盤改良工事

高規格堤防盛土工事

上面整備工事
（事業者：東洋ガラス株式会社）

淀川左岸線（2期）・淀川南
岸線事業
（事業者：大阪市）

H23年度H22年度

土壌汚染対策工事
（事業者：東洋ガラス株式会社）

上面整備
工事着手

淀川左岸線・
淀川南岸線
工事着手

H21年度
まで

H22年度

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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写真①

平成21年4月撮影

写真②

◆進捗状況写真

下流域より整備区間を望む

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

１) 事業の進捗状況

淀 川

②

現在の盛土工事中の写真

写真③

①

③
淀川左岸線（2期）

淀川南岸線

【海老江地区高規格堤防 A-A断面図】

高規格堤防盛土工事
淀川南岸線

淀川左岸線（２期）
地盤改良工事

上面整備工事

東洋ガラス㈱ 大阪市 河川区域

A

A

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲
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２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

平成23年度は、東洋ガラス株式会社の土地利用計画に影響を与えないように、平成22年度に国

債工事で契約済みである盛土工事を継続して行う。

H23予算措置（案）の内容

高規格堤防盛土

海老江地区 ①東洋ガラス株式会社
の自社工場の移転及び
撤去

②高規格堤防整備の実施 ③東洋ガラス株式会社
の上面利用に係る整備

～平成23年度の予算措置が中止された場合の影響～

国土交通省の高規格堤防盛土工事が行われなくなり、東洋ガラス株式会社は、平成24年度か
らの高規格堤防上の土地利用が不可能となる。

海老江地区においては、平成22年8月に国債工事として複数年に渡る工事を契約（工期：平
成22年度～平成23年度）。したがって、平成23年度の予算措置が行われない場合は、契約解
除に伴う損害賠償を請求される可能性がある。

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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○高規格堤防事業は、協力依頼要請を受け治水事業に協力するため開始した事業であります。
説明では、弊社敷地は高速道路「淀川左岸線」と高規格堤防が一体化した非常に利用価値の
高い土地になるとのことでした。

○工場移転並びに移転しなければ実施しなくてもよかった土壌汚染対策を巨額の費用をかけて
終了しております。また、平成14年の工場閉鎖後毎年の固定資産税負担もしてきております。

○「基本協定書」を締結し、「施行協定書」を締結しながら工事を進め、現在、盛土工事の一
部が開始された状態にあります。

○平成23年度の予算が措置されないと、弊社が検討しております敷地の利用計画に大きな影響
を及ぼすことは必定であり、平成24年度以降も継続して高規格堤防事業の推進をお願いした
い。国として地権者に対し今後の明確な方針を示す責任があると思いますし、協定違反とな
れば法的措置も検討せざるを得ません。

○当該地は、高速道路「淀川左岸線」大阪市道「淀川南岸線」と一体的に整備されることで、
弊社事業及び高規格堤防整備事業がより効果的に整備されるものであると認識しております。

○初期の目的達成のためにも高規格堤防の完成をお願いしたい。

■共同事業者（東洋ガラス株式会社）の意見（概要）

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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現況整備状況の想定湛水深図

超過洪水が起こったことにより想定される破堤氾濫被害は、浸水面積約2,700ha、浸水人
口約343,000人、被害総額約54,500億円である。高規格堤防整備を実施することでこれらの
氾濫被害は概ね解消される。

高規格堤防整備後の想定湛水深図

３) 事業の投資効果

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 年平均被害軽減期待額 7億円 7億円

・ 残存価値 － －

・ 総便益 148億円 129億円

＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 建設費 104億円 5億円

・ 建設費（現在価値） 119億円 4億円

・ 維持管理費用 － －

■ 費用（C）

◆費用対効果の分析結果

■算出条件等
基準年：平成22年度
検討期間：整備完了後＋供用期間（50年）
社会的割引率：4%

※1 便益・費用については、現在価値化した値である。
※2 便益・費用については整数値としており、合計値は表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

■ 費用便益（B／C）

＜総事業費＞ 148億円 ／ 119億円 ＝ 1.2

＜残事業費＞ 129億円 ／ 4億円 ＝ 29.0

３) 事業の投資効果

■ 便益（B）

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

※便益（B）は、当該箇所の破堤を想定した被害軽減期待額を計上しており、まちづくりの関連する便益は考慮していない。

※費用（C）は、今回審議を行う事業範囲（個別事業）を対象に現在価値化を行ったもの。

（参考）前回評価時 14,069億円／2,495億円＝5.6

※高規格堤防整備事業の前回事業評価時においては、水系単位で通常の河川改修事業に含んで算出。

●今回審議を行う事業範囲（個別事業）の費用対効果の算出は「高規格堤防の見直しに関する検討会」で

検討された「投資効率性の確認手法」に基づき算出している。

●また、今回の費用便益は、現時点で便宜的に算出する方法を採用している。
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■大阪府知事

４) 関係自治体の意見等

スーパー堤防事業は、効果発現までに非常に時間がかかるとともに、事業費が膨
大なことが大きな課題であり、早急に見直すべきと認識しています。

このため、まちづくり等に効果のある事業中の地区に限定して実施し、それ以外
の地区は事業化を中止し、治水対策として河床掘削などの治水能力向上策や堤防補
強等を優先すべきと考えています。

照会のありました阪神高速大和川線との一体整備区間など４地区につきましては、
関連するまちづくり事業や共同事業者等への影響を踏まえ、事業継続が妥当と考え
ています。

＜海老江地区に対する大阪府の考え方＞

スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前
であることから、事業継続が妥当である。

２－２．海老江地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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１．再評価の視点
①事業の必要性に関する視点

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

3)事業の投資効果

■淀川下流部は、低平地に大阪市をはじめとする我が国有数の人口・資産が集積している。特に大阪市では重要交通網で形成さ
れる中、地下街施設が増大しており、破堤による被害ポテンシャルは極めて大きくなっている。

■海老江地区では、水辺空間を活かした良好なまちづくりの形成と、大阪市等における壊滅的な浸水被害の発生を未然に
防止することが期待できる。（想定浸水人口：約343,000人）

■物資輸送の荷揚げ場とした緊急船着場や、避難地として利用することも期待できる。

■費用便益比（B／C） ：1.2

■国土交通省の高規格堤防盛土工事が行われなくなり、東洋ガラス株式会社は、平成24年度からの高規格堤防上の土地利用

が不可能となる。

■海老江地区においては、平成22年8月に国債工事として複数年に渡る工事を契約（工期：平成22年度～平成23年度）。したがっ
て、平成23年度の予算措置が行われない場合は、契約解除に伴う損害賠償を請求される可能性がある。

２．大阪府の意見

【対応方針（原案）】

以上のことから、
・中止した場合、土地所有者や住民等への社会経済活動に重大な支障を及ぼすことが想定されるため、平
成23年度については、淀川高規格堤防整備事業（海老江地区）は必要最小限の措置を行い継続実施する。

2)高規格堤防整備事業が中止した場合の影響

■スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前であることから、事業継続が妥当である。

２－３．海老江地区の対応方針（原案）
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３．大宮地区高規格堤防整備事業

３－１．大宮地区高規格堤防整備事業の概要
1）大宮地区高規格堤防整備事業の概要
2）共同事業の概要
3）事業の経緯

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
1）事業の進捗状況
2）平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業が中止した場合の影響
3）事業の投資効果
4）関係自治体の意見等

３－３．大宮地区の対応方針（原案）
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大宮地区

<地区の概要>
施工箇所 ：淀川左岸 13.0k～13.1k
事業期間 ：平成22年度～平成24年度
共同事業者：学校法人 常翔学園
共同事業 ：常翔学園高等学校新館建築事業
延 長 ：80m

え び え

１) 大宮地区高規格堤防整備の概要

淀 川

L=80m

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲

高校新館(低層棟)

地盤改良

高規格堤防盛土

低層棟

高層棟

イメージパース

低層棟
高層棟

淀
川

グランド範囲

グランド範囲

大宮地区では、常翔学園高等学校新館建築事業に合わせ、高
規格堤防の整備を行い、大阪市域における壊滅的な浸水被害の
発生を未然に防止する。
当該地区の高規格堤防整備事業は、平成24年度の完成を目指

している。

３－１．大宮地区高規格堤防整備事業の概要
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え び え

～常翔学園ホームページより～

２) 共同事業の概要

低層棟完成後、屋上に淀川堤
防とフラットな形状による人工
芝グランドを整備していく予定

共同事業者の常翔学園は、高等学校校舎の老朽化に伴う施設更新のため、新校舎として高層棟（地上12階
建て）と低層棟（2階建て）を建設する。（事業期間：平成21年4月～平成23年4月）

高層棟は平成22年7月より供用開始しており、平成22年11月から低層棟建設工事を着手している。

低層棟屋上部分も含めた高規格堤防盛土は、学園グランドとしての利用する計画である。

３－１．大宮地区高規格堤防整備事業の概要
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え び え

◆共同事業者の学校法人常翔学園との調整経緯

平成18年10月 ・高規格堤防整備事業協力依頼、概要説明（大学及び高校施設も含めた一
体整備）

平成19年11月 ・補償等に関する一般的な内容を説明

平成19年12月 ・高規格堤防整備事業と高校部の建替事業の共同事業化について合意

平成20年 9月 ・共同事業に関する基本協定締結に向けての調整開始

平成21年 5月 ・共同事業に関する基本協定締結

平成21年12月 ・補償契約に向けて、基本的事項の覚書を締結

平成23年 3月
（予定）

・高層棟の補償契約締結

３) 事業の経緯

３－１．大宮地区高規格堤防整備事業の概要
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え び え

１) 事業の進捗状況

河川事業 共同事業

H21年度
まで

H25年度
以降

高層棟新築工事

旧館撤去工事

低層棟新築工事

地盤改良工事

物件補償

H24年度

高規格堤防盛土工事

H23年度H22年度

高層棟供用

低層棟供用

グランド
供用

高規格堤防整備に
起因する物件補償

（低層棟）

高規格堤防整備に
起因する物件補償

（高層棟）

H21年度
まで

H22年度

高層棟供用

高規格堤防整備に
起因する物件補償

（高層棟）

• 常翔学園は、平成21年度より高層棟新築工事を開始し、平成22年7月に完成している。旧館撤
去完了後、平成22年11月には低層棟新築工事に着手しており、平成23年4月完成予定である。

• 平成23年度は、供用開始するための高規格堤防整備に起因する物件補償（低層棟）、および、
旧館撤去部分の地盤改良工事に着手予定である。

• 平成24年度より高規格堤防盛土工事に着手し、平成24年度完成を予定している。

• 常翔学園は、高規格堤防盛土工事を完了した後、早期に学園グランドとして利用する計画とし
ている。

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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◆進捗状況写真

淀 川
写真①

写真②

平成22年11月撮影

平成22年11月撮影

①
②③

上流域より整備区間を望む

高校新館（低層棟）建設工事の状況

写真③

平成22年11月撮影

完成した高校新館（高層棟）

１) 事業の進捗状況

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲

低層棟

高層棟

盛土予定高

盛土予定高

盛土予定高

グランド範囲

地盤改良工事

高規格堤防盛土工事

グランド範囲

高校新館(低層棟)

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

H23予算措置（案）の内容

淀川

常翔学園

平成23年度は、常翔学園の低層棟の供用開始（H23.4）に

遅れを生じさせないために、低層棟建築工事に対する補償費
の支払いを行う。

大宮地区 ①常翔学園高層棟建設

常翔学園は高層棟を建設する。

②常翔学園旧館撤去

高層棟の完成を受け、常翔学園は旧
館を撤去する。

③常翔学園低層棟建設

常翔学園は低層棟を建設する。

④高規格堤防整備の実
施

低層棟の完成後に、国土交通省は、
高規格堤防の盛土等に着手する。

～平成23年度の予算措置が中止された場合の影響～

国土交通省から常翔学園への補償費の支払いが滞り、常翔学園は、低層棟建築工事の精算
が困難になる。

低層棟建築工事の完成時期が遅れた場合、常翔学園は、平成24年度から予定されていた盛
土上面のグランド利用等、完成形での施設利用が不可能となり、学校運営に支障が生じる。

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

高校新館(低層棟)

※補償費：高規格堤防との一体整備に起因する建築工事の増加費用

高規格堤防盛土
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○本学園沿いの堤防は決壊の危険性が高い地域であり、本学園が淀川沿いに、約600ｍに亘って
スーパー堤防構想ゾーンとして、協力する体制を整えています。

○建設中の建物、外構等についてはすべて高規格堤防整備事業を踏まえた設計であり、平成21年
3月27日に着工し、平成23年4月末竣工予定の段階であります。

○この段階で廃止されますとスーパー堤防と一体化する運動場の確保が困難になると共に、建物
の設備機能や避難経路・動線が機能しなくなり、直ちに本学園の教育遂行に支障が生じます。
万が一、「大宮地区高規格堤防整備事業」の廃止を余儀なくされる場合は、運動場機能を確保
するため本学園校地内で、土留め擁壁を新設し、土盛りをするなどの対策が必要となり、すで
に協議いただいています補償費に加え、この補償費等を国に求めざるを得ない状況になります。

○スーパー堤防化により、建物は高台に位置し、災害時に避難場所として最適地であると認識し
ており、本学園はスーパー堤防上に避難施設の建設、備蓄倉庫の設置、ヘリポート設置等地域
防災拠点として、貢献する計画でありますが、これらの計画はまったくできなくなります。

○「大宮地区高規格堤防整備事業」を遅滞なく実施されると共に、本学園が協力体制を整えてい
るスーパー堤防構想ゾーンを高規格堤防整備事業として推進されますようお願い申し上げます。

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

■共同事業者（学校法人常翔学園）の意見（概要）

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点



-28-

近畿地方整備局近畿地方整備局

現況整備状況の想定湛水深図

超過洪水が起こったことにより想定される破堤氾濫被害は、浸水面積約8,100ha、浸水人口約
1,087,000人、被害総額約133,800億円である。高規格堤防整備を実施することでこれらの氾濫被
害は概ね解消される。

高規格堤防整備後の想定湛水深図

３) 事業の投資効果

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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■ 便益（B）

■ 費用（C）

◆費用対効果の分析結果

■算出条件等
基準年：平成22年度
検討期間：整備完了後＋供用期間（50年）
社会的割引率：4%

※1 便益・費用については、現在価値化した値である。
※2 便益・費用については整数値としており、合計値は表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

３) 事業の投資効果

＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 年平均被害軽減期待額 3億円 3億円

・ 残存価値 － －

・ 総便益 62億円 60億円

＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 建設費 13億円 7億円

・ 建設費（現在価値） 13億円 7億円

・ 維持管理費用 － －

■ 費用便益（B／C）

＜総事業費＞ 62億円 ／ 13億円 ＝ 4.8

＜残事業費＞ 60億円 ／ 7億円 ＝ 8.9

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

※便益（B）は、当該箇所の破堤を想定した被害軽減期待額を計上しており、まちづくりの関連する便益は考慮していない。

※費用（C）は、今回審議を行う事業範囲（個別事業）を対象に現在価値化を行ったもの。

（参考）前回評価時 14,069億円／2,495億円＝5.6

※高規格堤防整備事業の前回事業評価時においては、水系単位で通常の河川改修事業に含んで算出。

●今回審議を行う事業範囲（個別事業）の費用対効果の算出は「高規格堤防の見直しに関する検討会」で

検討された「投資効率性の確認手法」に基づき算出している。

●また、今回の費用便益は、現時点で便宜的に算出する方法を採用している。
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■大阪府知事

４) 関係自治体の意見等

スーパー堤防事業は、効果発現までに非常に時間がかかるとともに、事業費が膨
大なことが大きな課題であり、早急に見直すべきと認識しています。

このため、まちづくり等に効果のある事業中の地区に限定して実施し、それ以外
の地区は事業化を中止し、治水対策として河床掘削などの治水能力向上策や堤防補
強等を優先すべきと考えています。

照会のありました阪神高速大和川線との一体整備区間など４地区につきましては、
関連するまちづくり事業や共同事業者等への影響を踏まえ、事業継続が妥当と考え
ています。

＜大宮地区に対する大阪府の考え方＞

スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前
であることから、事業継続が妥当である。

３－２．大宮地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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１．再評価の視点
①事業の必要性に関する視点

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

3)事業の投資効果

■淀川下流部は、低平地に大阪市をはじめとする我が国有数の人口・資産が集積している。特に大阪市では重要交通網で形成さ
れる中、地下施設が増大しており、破堤による被害ポテンシャルは極めて大きくなっている。

■水辺空間を活かした良好な学校環境の形成と、大阪市等における壊滅的な浸水被害の発生を未然に防止することが期待でき
る。（想定浸水人口：約1,087,000人）

■裏法部は、学校グランドと一体になって、大阪市の収容避難所・一時避難所としての利用が期待される。

■費用便益比（B／C） ：4.8

■国土交通省から常翔学園への補償費の支払いが滞り、常翔学園は、低層棟建築工事の精算が困難になる。

■低層棟建築工事の完成時期が遅れた場合、常翔学園は、平成24年度から予定されていた盛土上面のグランド利用等、完成形
での施設利用が不可能となり、学校運営に支障が生じる。

【対応方針（原案）】

2)高規格堤防整備事業が中止した場合の影響

以上のことから、
・中止した場合、土地所有者や住民等への社会経済活動に重大な支障を及ぼすことが想定されるため、
平成23年度については、淀川高規格堤防整備事業（大宮地区）は必要最小限の措置を行い継続実施する。
・平成24年度については、別途行われる事業スキームの抜本的な見直しにより判断することとなる。

２．大阪府の意見

■スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前であることから、事業継続が妥当である。

３－３．大宮地区の対応方針（原案）
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４．大庭地区高規格堤防整備事業

４－１．大庭地区高規格堤防整備事業の概要
1）大庭地区高規格堤防整備事業の概要
2）共同事業の概要
3）事業の経緯

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
1）事業の進捗状況
2）平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業が中止した場合の影響
3）事業の投資効果
4）関係自治体の意見等

４－３．大庭地区の対応方針（原案）
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大庭地区

【地区の概要】
施工箇所 ：淀川左岸 16.8k～17.1k
事業期間 ：平成15年度～平成24年度
共同事業者：大阪府水道部
共同事業 ：庭窪浄水場高度浄水施設等整備事業
延 長 ：320m

え び え

１) 大庭地区高規格堤防整備の概要

淀 川

淀 川

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲

浄水場（施工中）

共同事業
第1期工事エリア

（整備済）

L=320m

(As)

NO.20

(As)

計画高水位▽O.P+10.30

大阪府取水施設

盛土

共同事業
第2期工事エリア

大庭地区では、大阪府庭窪浄水場高度浄水施設等整備事業に合
わせ、高規格堤防の整備を行い、大阪府域における壊滅的な浸水
被害の発生を未然に防止する。
当該地区の高規格堤防整備事業は、平成24年度の完成を目指し

ている。

４－１．大庭地区高規格堤防整備事業の概要
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大阪府水道部の高度浄水施設等整備業パンフレットより

え び え

２) 共同事業の概要

共同事業者の大阪府水道部は、高度浄水施設等の整備を行う。共同事業第１期
は、平成17年度に完成。共同事業第2期は、平成23年度の完成を目指す。

庭窪浄水場は、守口市・門
真市・東大阪市・八尾市の4
市へ給水しており、災害時に
は大阪府地域防災計画におい
ても緊急物資確保対策の中で、
重要な給水体制を担う施設で
ある。

給水開始から半世紀の歳月
が流れ、施設の老朽化が目
立ってきたことから、平成6
年より老朽施設の更新にあわ
せて高度浄水処理施設の建設
に着手し、現在では1日約20
万㎥の高度浄水処理水を供給
可能となった。

引続き中期整備事業計画に
基づき、取水施設築造工事を
進めており、平成19年度から
平成23年度まで更新事業を実
施している。

共同事業第2期エリア

「※スーパー堤防(高規格堤防）に対応した浄水場となりました。今後は引

き続き取水施設等の工事を進めます。」

４－１．大庭地区高規格堤防整備事業の概要
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え び え

平成 6年 3月 ・高規格堤防整備事業への協力依頼。

平成10年 1月 ・浄水場施設等の設計協議。

平成13年 3月 ・基本協定（覚書）を締結。

平成14年 5月 ・高規格堤防に起因する負担範囲について協議。

平成16年 1月 ・基本協定、施工協定締結

平成18年 3月 ・共同事業第1期工事完成

平成20年 1月 ・共同事業第2期工事に向けた協議開始

◆共同事業者の大阪府水道部との調整の経緯

３) 事業の経緯

４－１．大庭地区高規格堤防整備事業の概要
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H21年度
まで

庭窪浄水場高度浄水施設等整備工事
（共同事業１期工事エリア）
庭窪浄水場高度浄水施設等整備工事
（※既設取水渠等撤去工除く）

（共同事業２期工事エリア）

庭窪浄水場高度浄水施設等整備工事
（浄水施設等の上面整備）

地盤改良工事

物件補償

H24年度

高規格堤防盛土工事

H23年度H22年度

え び え

１) 事業の進捗状況

河川事業 共同事業

H21年度
まで

H22年度

高規格堤防整備に
起因する物件補償

• 平成6年より調整を開始し、平成17年度末に共同事業第1期工事エリアにおける高規格堤防整備
および浄水施設等整備工事は完了している。

• 平成20年より、共同事業第２期工事エリアの高規格堤防化に向けた協議を開始。

• 共同事業第２期工事エリアにおける浄水施設等整備工事（既設取水渠等撤去を除く）は平成23
年度完了予定である。

• 平成23年度は、高規格堤防整備に起因する物件補償を行い、浄水施設の供用開始に合わせて、
高規格堤防整備の平成24年度完成を目指す。

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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◆進捗状況写真

写真①

平成22年9月撮影

下流部より整備区間を望む

写真③

写真②

平成22年11月撮影

上流側の堤防裏法部を望む

１) 事業の進捗状況

躯体工事の状況

淀 川

淀 川

第１期工事エリア
（盛土済）

③

①
②

浄水場（施工中）

(As)

NO.20

(As)

計画高水位▽O.P+10.30

大阪府取水施設

盛土

高規格堤防整備に
起因する物件補償

淀 川

高規格堤防整備計画ライン

当該地区の盛土範囲

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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(As)

NO.20

(As)

計画高水位▽O.P+10.30

大阪府取水施設

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

平成23年度は、浄水施設の本供用開始（H23年度）に遅れを生じさせな

いために、大阪府庭窪浄水場へ補償費の支払いを行う。

H23予算措置（案）の内容

淀川

庭窪浄水場

①共同事業1期エリアに

おける浄水場関連工事
の施工

②共同事業1期エリアに

おける高規格堤防整備
の実施

③共同事業2期エリアに

おける浄水場関連工事
の施工

④共同事業2期エリアに

おける高規格堤防整備
の実施

大庭地区

～平成23年度の予算措置が中止された場合の影響～

国土交通省から大阪府への補償費の支払いが滞り、大阪府庭窪浄水場は、高度浄水施設等整備
工事の予算確保に困難を要する。

高規格堤防整備工事の完成時期が遅れた場合、大阪府庭窪浄水場は、高規格堤防が完成するま
での間、維持管理が非効率となり、別途維持管理用通路の建設が余儀なくされる。

高規格堤防が施工されなければ、大阪府庭窪浄水場は、上面整備計画の見直し及び構造物の構
造検討の見直しが必要となる。

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

※補償費：高規格堤防との一体整備に起因する浄水場関連工事の増加費用

補償
（着水井） 高規格堤防盛土
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１．現在実施中の大庭地区高規格堤防整備事業については、事業スキームの抜本的な見直しに関
らず、以下に示す状況から計画どおり実施されたい。

本府の「庭窪浄水場高度浄水施設等整備事業」は、基本協定に基づき実施している共同事業であ
り、整備する取水施設は、計画段階から高規格堤防に対応した配置と構造としているもので、建設工
事は、高規格堤防を前提に着手し、概ね完成に至り、本年4月から取水開始を予定しております。大
庭地区高規格堤防が途中で中止されますと浄水場敷地内で東半分が高規格堤防、西半分は現状の
まま放置されることとなり、浄水場全体の維持管理ができないこととなります。

以下項目の高規格堤防対応に起因する工種は、基本協定に基づき、国が全額負担すべきものです。

①取水施設の躯体の立ち上り部及び増厚部、②沈砂池の維持管理のための地下管理用通路、③浄水池越流管を
布設する地下管廊、④堤防盛土に対応した取水渠

２．大庭地区高規格堤防整備事業が万が一中止となった場合においては、１．に示す高規格堤防整
備に起因して増額となる費用はもちろんのこと、新たに取水施設について以下の措置が必要となり、
これらに係る費用も、原因者である国で負担されたい。

・取水施設は、高規格堤防を前提にした地下構造物として概ね完成しており、盛土がなされず上載過重及び土圧等
が無くなった場合の補強及び改築費用、・維持管理を行う作業基盤面が高規格堤防盛土の上面から現状の地盤に
変更となるため、管理用通路等の維持管理に必要な施設の改築費用、・以上に係る、設計及び法令に基づく諸手続
きなどに要する一切の費用

２) 平成23年度予算措置（案）の内容及び高規格堤防整備事業を中止した場合の影響

■共同事業者（大阪府水道部）の意見（概要）

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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現況整備状況の想定湛水深図

超過洪水が起こったことにより想定される破堤氾濫被害は、浸水面積約8,800ha、浸水人口約
1,163,000人、被害総額約147,800億円である。高規格堤防整備を実施することでこれらの氾濫被
害は概ね解消される。

高規格堤防整備後の想定湛水深図

計算中

３) 事業の投資効果

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 年平均被害軽減期待額 8億円 8億円

・ 残存価値 － －

・ 総便益 188億円 156億円

■ 便益（B）

＜総事業費＞ ＜残事業費＞

・ 建設費 45億円 27億円

・ 建設費（現在価値） 48億円 25億円

・ 維持管理費用 － －

■ 費用（C）

◆費用対効果の分析結果

■算出条件等
基準年：平成22年度
検討期間：整備完了後＋供用期間（50年）
社会的割引率：4%

※1 便益・費用については、現在価値化した値である。
※2 便益・費用については整数値としており、合計値は表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

■ 費用便益（B／C）

＜総事業費＞ 188億円 ／ 48億円 ＝ 3.9

＜残事業費＞ 156億円 ／ 25億円 ＝ 6.2

３) 事業の投資効果

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点

（参考）前回評価時 14,069億円／2,495億円＝5.6

※高規格堤防整備事業の前回事業評価時においては、水系単位で通常の河川改修事業に含んで算出。

※便益（B）は、当該箇所の破堤を想定した被害軽減期待額を計上しており、まちづくりの関連する便益は考慮していない。

※費用（C）は、今回審議を行う事業範囲（個別事業）を対象に現在価値化を行ったもの。

●今回審議を行う事業範囲（個別事業）の費用対効果の算出は「高規格堤防の見直しに関する検討会」で

検討された「投資効率性の確認手法」に基づき算出している。

●また、今回の費用便益は、現時点で便宜的に算出する方法を採用している。
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■大阪府知事

４) 関係自治体の意見等

スーパー堤防事業は、効果発現までに非常に時間がかかるとともに、事業費が膨
大なことが大きな課題であり、早急に見直すべきと認識しています。

このため、まちづくり等に効果のある事業中の地区に限定して実施し、それ以外
の地区は事業化を中止し、治水対策として河床掘削などの治水能力向上策や堤防補
強等を優先すべきと考えています。

照会のありました阪神高速大和川線との一体整備区間など４地区につきましては、
関連するまちづくり事業や共同事業者等への影響を踏まえ、事業継続が妥当と考え
ています。

＜大庭地区に対する大阪府の考え方＞

スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前
であることから、事業継続が妥当である。

４－２．大庭地区高規格堤防整備の必要性等に関する視点
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１．再評価の視点
①事業の必要性に関する視点

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

3)事業の投資効果

■淀川下流部は、低平地に大阪市をはじめとする我が国有数の人口・資産が集積している。特に守口市や近接する大阪市では
重要交通網で形成される中、地下街施設が増大しており、破堤による被害ポテンシャルは極めて大きくなっている。

■災害に強いインフラ施設の整備と、守口市等における壊滅的な浸水被害の発生を未然に防止することが期待できる。（想定浸
水人口約1,163,000人）

■費用便益比（B／C） ：3.9

■国土交通省から大阪府への補償費の支払いが滞り、大阪府庭窪浄水場は、高度浄水施設等整備工事の予算確保に困難を
要する。

■高規格堤防整備工事の完成時期が遅れた場合、大阪府庭窪浄水場は、高規格堤防が完成するまでの間、維持管理が非効
率となり、別途維持管理用通路の建設が余儀なくされる。

■高規格堤防が施工されなければ、大阪府庭窪浄水場は、上面整備計画の見直し及び構造物の構造検討の見直しが必要と
なる。

【対応方針（原案）】

2)高規格堤防整備事業が中止した場合の影響

以上のことから、
・中止した場合、土地所有者や住民等への社会経済活動に重大な支障を及ぼすことが想定されるため、
平成23年度については、淀川高規格堤防整備事業（大庭地区）は必要最小限の措置を行い継続実施する。
・平成24年度については、別途行われる事業スキームの抜本的な見直しにより判断することとなる。

２．大阪府の意見

■スーパー堤防事業を前提に共同事業の計画と整備が進められており、完成が目前であることから、事業継続が妥当である。

４－３．大庭地区の対応方針（原案）
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〔海老江地区〕















様式－５－１ 費用対効果（全体事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.3 1.6 1.6 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.0 2.3 2.3 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.7 2.9 2.9 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.4 3.5 3.5 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.0 4.0 4.0 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.7 4.5 4.5 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

148.2 0.0 148.2 104.2 118.8 118.8 1.25 29.4合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

整
備
期
間
（

8
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ



様式－５－２ 費用対効果（残事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

128.6 0.0 128.6 4.6 4.4 4.4 28.96 124.1

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）

整
備
期
間
（

1
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t



費用便益分析における感度分析結果（海老江地区）

地区名 残事業B/C 全体事業B/C 備考

28.96 1.25

＋10％ 26.35 1.24

－10％ 32.14 1.25

＋10％ 29.11 1.23

－10％ 28.96 1.25

＋10％ 31.66 1.36

－10％ 26.25 1.13

海老江 H32以降 淀川左岸
線便益考慮

ケース分類

基本

残事業費

残工期

資産



様式－５ 費用対効果（全体事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.3 1.6 1.6 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.0 2.3 2.3 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.7 2.9 2.9 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.4 3.5 3.5 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.0 4.0 4.0 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.7 4.5 4.5 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

148.2 0.0 148.2 104.2 118.8 118.8 1.25 29.4

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ

合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

整
備
期
間
（

8
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）



様式－５ 費用対効果（残事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

128.6 0.0 128.6 4.6 4.4 4.4 28.96 124.1

整
備
期
間
（

1
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.3 1.6 1.6 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.0 2.3 2.3 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.7 2.9 2.9 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.4 3.5 3.5 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.0 4.0 4.0 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.7 4.5 4.5 5.1 4.9 5.1 4.9

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

148.2 0.0 148.2 104.7 119.3 119.3 1.24 29.0

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

8
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.3 1.6 1.6 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.0 2.3 2.3 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.7 2.9 2.9 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.4 3.5 3.5 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.0 4.0 4.0 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.7 4.5 4.5 4.2 4.0 4.2 4.0

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

148.2 0.0 148.2 103.7 118.4 118.4 1.25 29.9

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

8
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 5.1 4.9 5.1 4.9

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

128.6 0.0 128.6 5.1 4.9 4.9 26.35 123.7

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

1
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.2 4.0 4.2 4.0

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

128.6 0.0 128.6 4.2 4.0 4.0 32.14 124.6

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

1
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.6 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.2 1.4 1.4 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 1.8 2.0 2.0 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.4 2.6 2.6 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.0 3.1 3.1 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 3.6 3.6 3.6 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.2 4.0 4.0 2.3 2.2 2.3 2.2

H24 2 4.8 4.4 4.4 2.3 2.1 2.3 2.1

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

H74 52 6.6 0.9

146.4 0.0 146.4 104.2 118.7 118.7 1.23 27.6

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間

（
9
年

）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.3 1.6 1.6 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.0 2.3 2.3 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.7 2.9 2.9 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.4 3.5 3.5 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.0 4.0 4.0 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.7 4.5 4.5 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

148.2 0.0 148.2 104.2 118.8 118.8 1.25 29.4合　　計

整
備
期
間
（

8
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

費　用（Ｃ）

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 2.3 2.2 2.3 2.2

H24 2 2.7 2.5 2.5 2.3 2.1 2.3 2.1

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

H74 52 6.6 0.9

126.9 0.0 126.9 4.6 4.4 4.4 29.11 122.6

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間

（
2
年

）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.4 5.0

H25 3 5.4 4.8

H26 4 5.4 4.6

H27 5 5.4 4.4

H28 6 5.4 4.3

H29 7 5.4 4.1

H30 8 5.4 3.9

H31 9 5.4 3.8

H32 10 6.6 4.5

H33 11 6.6 4.3

H34 12 6.6 4.1

H35 13 6.6 4.0

H36 14 6.6 3.8

H37 15 6.6 3.7

H38 16 6.6 3.5

H39 17 6.6 3.4

H40 18 6.6 3.3

H41 19 6.6 3.1

H42 20 6.6 3.0

H43 21 6.6 2.9

H44 22 6.6 2.8

H45 23 6.6 2.7

H46 24 6.6 2.6

H47 25 6.6 2.5

H48 26 6.6 2.4

H49 27 6.6 2.3

H50 28 6.6 2.2

H51 29 6.6 2.1

H52 30 6.6 2.0

H53 31 6.6 2.0

H54 32 6.6 1.9

H55 33 6.6 1.8

H56 34 6.6 1.7

H57 35 6.6 1.7

H58 36 6.6 1.6

H59 37 6.6 1.5

H60 38 6.6 1.5

H61 39 6.6 1.4

H62 40 6.6 1.4

H63 41 6.6 1.3

H64 42 6.6 1.3

H65 43 6.6 1.2

H66 44 6.6 1.2

H67 45 6.6 1.1

H68 46 6.6 1.1

H69 47 6.6 1.0

H70 48 6.6 1.0

H71 49 6.6 1.0

H72 50 6.6 0.9

H73 51 6.6 0.9

128.6 0.0 128.6 4.6 4.4 4.4 28.96 124.1

整
備
期
間
（

1
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.6 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.2 1.4 1.4 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 1.8 2.1 2.1 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.4 2.6 2.6 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.1 3.2 3.2 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 3.7 3.7 3.7 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 4.3 4.1 4.1 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 4.9 4.5

H25 3 4.9 4.3

H26 4 4.9 4.2

H27 5 4.9 4.0

H28 6 4.9 3.9

H29 7 4.9 3.7

H30 8 4.9 3.6

H31 9 4.9 3.4

H32 10 6.0 4.0

H33 11 6.0 3.9

H34 12 6.0 3.7

H35 13 6.0 3.6

H36 14 6.0 3.5

H37 15 6.0 3.3

H38 16 6.0 3.2

H39 17 6.0 3.1

H40 18 6.0 3.0

H41 19 6.0 2.8

H42 20 6.0 2.7

H43 21 6.0 2.6

H44 22 6.0 2.5

H45 23 6.0 2.4

H46 24 6.0 2.3

H47 25 6.0 2.2

H48 26 6.0 2.2

H49 27 6.0 2.1

H50 28 6.0 2.0

H51 29 6.0 1.9

H52 30 6.0 1.8

H53 31 6.0 1.8

H54 32 6.0 1.7

H55 33 6.0 1.6

H56 34 6.0 1.6

H57 35 6.0 1.5

H58 36 6.0 1.5

H59 37 6.0 1.4

H60 38 6.0 1.3

H61 39 6.0 1.3

H62 40 6.0 1.2

H63 41 6.0 1.2

H64 42 6.0 1.2

H65 43 6.0 1.1

H66 44 6.0 1.1

H67 45 6.0 1.0

H68 46 6.0 1.0

H69 47 6.0 0.9

H70 48 6.0 0.9

H71 49 6.0 0.9

H72 50 6.0 0.8

H73 51 6.0 0.8

134.4 0.0 134.4 104.2 118.8 118.8 1.13 15.6

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

8
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6 0.0 0.0 0.0 27.4 35.5 27.4 35.5

H17 -5 0.7 0.9 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0

H18 -4 1.5 1.7 1.7 21.8 25.7 21.8 25.7

H19 -3 2.2 2.5 2.5 15.1 16.9 15.1 16.9

H20 -2 2.9 3.2 3.2 10.6 11.1 10.6 11.1

H21 -1 3.7 3.8 3.8 12.2 12.7 12.2 12.7

H22 0 4.4 4.4 4.4 12.5 12.5 12.5 12.5

H23 1 5.2 5.0 5.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.9 5.5

H25 3 5.9 5.2

H26 4 5.9 5.0

H27 5 5.9 4.8

H28 6 5.9 4.7

H29 7 5.9 4.5

H30 8 5.9 4.3

H31 9 5.9 4.1

H32 10 7.2 4.9

H33 11 7.2 4.7

H34 12 7.2 4.5

H35 13 7.2 4.3

H36 14 7.2 4.2

H37 15 7.2 4.0

H38 16 7.2 3.9

H39 17 7.2 3.7

H40 18 7.2 3.6

H41 19 7.2 3.4

H42 20 7.2 3.3

H43 21 7.2 3.2

H44 22 7.2 3.0

H45 23 7.2 2.9

H46 24 7.2 2.8

H47 25 7.2 2.7

H48 26 7.2 2.6

H49 27 7.2 2.5

H50 28 7.2 2.4

H51 29 7.2 2.3

H52 30 7.2 2.2

H53 31 7.2 2.1

H54 32 7.2 2.1

H55 33 7.2 2.0

H56 34 7.2 1.9

H57 35 7.2 1.8

H58 36 7.2 1.8

H59 37 7.2 1.7

H60 38 7.2 1.6

H61 39 7.2 1.6

H62 40 7.2 1.5

H63 41 7.2 1.4

H64 42 7.2 1.4

H65 43 7.2 1.3

H66 44 7.2 1.3

H67 45 7.2 1.2

H68 46 7.2 1.2

H69 47 7.2 1.1

H70 48 7.2 1.1

H71 49 7.2 1.1

H72 50 7.2 1.0

H73 51 7.2 1.0

162.1 0.0 162.1 104.2 118.8 118.8 1.36 43.3

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

8
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 4.9 4.5

H25 3 4.9 4.3

H26 4 4.9 4.2

H27 5 4.9 4.0

H28 6 4.9 3.9

H29 7 4.9 3.7

H30 8 4.9 3.6

H31 9 4.9 3.4

H32 10 6.0 4.0

H33 11 6.0 3.9

H34 12 6.0 3.7

H35 13 6.0 3.6

H36 14 6.0 3.5

H37 15 6.0 3.3

H38 16 6.0 3.2

H39 17 6.0 3.1

H40 18 6.0 3.0

H41 19 6.0 2.8

H42 20 6.0 2.7

H43 21 6.0 2.6

H44 22 6.0 2.5

H45 23 6.0 2.4

H46 24 6.0 2.3

H47 25 6.0 2.2

H48 26 6.0 2.2

H49 27 6.0 2.1

H50 28 6.0 2.0

H51 29 6.0 1.9

H52 30 6.0 1.8

H53 31 6.0 1.8

H54 32 6.0 1.7

H55 33 6.0 1.6

H56 34 6.0 1.6

H57 35 6.0 1.5

H58 36 6.0 1.5

H59 37 6.0 1.4

H60 38 6.0 1.3

H61 39 6.0 1.3

H62 40 6.0 1.2

H63 41 6.0 1.2

H64 42 6.0 1.2

H65 43 6.0 1.1

H66 44 6.0 1.1

H67 45 6.0 1.0

H68 46 6.0 1.0

H69 47 6.0 0.9

H70 48 6.0 0.9

H71 49 6.0 0.9

H72 50 6.0 0.8

H73 51 6.0 0.8

116.6 0.0 116.6 4.6 4.4 4.4 26.25 112.1

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

1
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.6 4.4 4.6 4.4

H24 2 5.9 5.5

H25 3 5.9 5.2

H26 4 5.9 5.0

H27 5 5.9 4.8

H28 6 5.9 4.7

H29 7 5.9 4.5

H30 8 5.9 4.3

H31 9 5.9 4.1

H32 10 7.2 4.9

H33 11 7.2 4.7

H34 12 7.2 4.5

H35 13 7.2 4.3

H36 14 7.2 4.2

H37 15 7.2 4.0

H38 16 7.2 3.9

H39 17 7.2 3.7

H40 18 7.2 3.6

H41 19 7.2 3.4

H42 20 7.2 3.3

H43 21 7.2 3.2

H44 22 7.2 3.0

H45 23 7.2 2.9

H46 24 7.2 2.8

H47 25 7.2 2.7

H48 26 7.2 2.6

H49 27 7.2 2.5

H50 28 7.2 2.4

H51 29 7.2 2.3

H52 30 7.2 2.2

H53 31 7.2 2.1

H54 32 7.2 2.1

H55 33 7.2 2.0

H56 34 7.2 1.9

H57 35 7.2 1.8

H58 36 7.2 1.8

H59 37 7.2 1.7

H60 38 7.2 1.6

H61 39 7.2 1.6

H62 40 7.2 1.5

H63 41 7.2 1.4

H64 42 7.2 1.4

H65 43 7.2 1.3

H66 44 7.2 1.3

H67 45 7.2 1.2

H68 46 7.2 1.2

H69 47 7.2 1.1

H70 48 7.2 1.1

H71 49 7.2 1.1

H72 50 7.2 1.0

H73 51 7.2 1.0

140.6 0.0 140.6 4.6 4.4 4.4 31.66 136.1

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

1
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）







近畿地方整備局近畿地方整備局
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〔大宮地区〕





























様式－５－１ 費用対効果（全体事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.0 1.0 1.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 2.0 1.8 1.8 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

61.8 0.0 61.8 13.2 12.7 12.7 4.85 49.0合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

整
備
期
間

（

3
年
）

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ



様式－５－２ 費用対効果（残事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 1.5 1.4 1.4 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

60.4 0.0 60.4 7.3 6.8 6.8 8.92 53.6

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）

整
備
期
間

（

2
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

年次 年度 t



費用便益分析における感度分析結果（大宮地区）

地区名 残事業B/C 全体事業B/C 備考

8.92 4.85

＋10％ 8.11 4.61

－10％ 9.90 5.12

＋10％ 8.96 4.83

－10％ 8.80 4.85

＋10％ 9.77 5.31

－10％ 8.06 4.38

大宮

ケース分類

基本

残事業費

残工期

資産



様式－５ 費用対効果（全体事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.0 1.0 1.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 2.0 1.8 1.8 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

61.8 0.0 61.8 13.2 12.7 12.7 4.85 49.0

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ

合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

整
備
期
間

（

3
年
）



様式－５ 費用対効果（残事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 1.5 1.4 1.4 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

60.4 0.0 60.4 7.3 6.8 6.8 8.92 53.6

整
備
期
間

（

2
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.0 1.0 1.0 2.0 1.9 2.0 1.9

H24 2 2.0 1.8 1.8 6.0 5.5 6.0 5.5

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

61.8 0.0 61.8 13.9 13.4 13.4 4.61 48.4

整
備
期
間

（

3
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.0 1.0 1.0 1.7 1.6 1.7 1.6

H24 2 2.0 1.8 1.8 4.9 4.5 4.9 4.5

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

61.8 0.0 61.8 12.5 12.1 12.1 5.12 49.7

整
備
期
間

（

3
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 2.0 1.9 2.0 1.9

H24 2 1.5 1.4 1.4 6.0 5.5 6.0 5.5

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

60.4 0.0 60.4 8.0 7.4 7.4 8.11 52.9

整
備
期
間

（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0 0 0 166 160 166 160

H24 2 149 137 137 487 450 487 450

H25 3 297 264 264

H26 4 297 254 254

H27 5 297 244 244

H28 6 297 235 235

H29 7 297 226 226

H30 8 297 217 217

H31 9 297 209 209

H32 10 297 201 201

H33 11 297 193 193

H34 12 297 186 186

H35 13 297 178 178

H36 14 297 172 172

H37 15 297 165 165

H38 16 297 159 159

H39 17 297 152 152

H40 18 297 147 147

H41 19 297 141 141

H42 20 297 136 136

H43 21 297 130 130

H44 22 297 125 125

H45 23 297 121 121

H46 24 297 116 116

H47 25 297 111 111

H48 26 297 107 107

H49 27 297 103 103

H50 28 297 99 99

H51 29 297 95 95

H52 30 297 92 92

H53 31 297 88 88

H54 32 297 85 85

H55 33 297 81 81

H56 34 297 78 78

H57 35 297 75 75

H58 36 297 72 72

H59 37 297 70 70

H60 38 297 67 67

H61 39 297 64 64

H62 40 297 62 62

H63 41 297 59 59

H64 42 297 57 57

H65 43 297 55 55

H66 44 297 53 53

H67 45 297 51 51

H68 46 297 49 49

H69 47 297 47 47

H70 48 297 45 45

H71 49 297 43 43

H72 50 297 42 42

H73 51 297 40 40

H74 52 297 39 39

6,037 0.0 6,037 653 610 610 9.90 5,427

整
備
期
間

（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 0.7 0.7 0.7 1.2 1.2 1.2 1.2

H24 2 1.5 1.4 1.4 2.4 2.2 2.4 2.2

H25 3 2.2 2.0 2.0 3.6 3.2 3.6 3.2

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

H75 53 3.0 0.4 0.4

60.8 0.0 60.8 13.2 12.6 12.6 4.83 48.2合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間

（

4
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.5 1.4 1.4 7.3 7.0 7.3 7.0

H24 2 3.0 2.7 2.7

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

62.8 0.0 62.8 13.2 12.9 12.9 4.85 49.8合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間

（

2
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2 1.2 1.2

H24 2 1.0 0.9 0.9 2.4 2.2 2.4 2.2

H25 3 2.0 1.8 1.8 3.6 3.2 3.6 3.2

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

H74 52 3.0 0.4 0.4

H75 53 3.0 0.4 0.4

59.4 0.0 59.4 7.3 6.6 6.6 8.96 52.8
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）
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設
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評
価
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（
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０
年
）

合　　計

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 7.3 7.0 7.3 7.0

H24 2 3.0 2.7 2.7

H25 3 3.0 2.6 2.6

H26 4 3.0 2.5 2.5

H27 5 3.0 2.4 2.4

H28 6 3.0 2.3 2.3

H29 7 3.0 2.3 2.3

H30 8 3.0 2.2 2.2

H31 9 3.0 2.1 2.1

H32 10 3.0 2.0 2.0

H33 11 3.0 1.9 1.9

H34 12 3.0 1.9 1.9

H35 13 3.0 1.8 1.8

H36 14 3.0 1.7 1.7

H37 15 3.0 1.6 1.6

H38 16 3.0 1.6 1.6

H39 17 3.0 1.5 1.5

H40 18 3.0 1.5 1.5

H41 19 3.0 1.4 1.4

H42 20 3.0 1.4 1.4

H43 21 3.0 1.3 1.3

H44 22 3.0 1.3 1.3

H45 23 3.0 1.2 1.2

H46 24 3.0 1.2 1.2

H47 25 3.0 1.1 1.1

H48 26 3.0 1.1 1.1

H49 27 3.0 1.0 1.0

H50 28 3.0 1.0 1.0

H51 29 3.0 1.0 1.0

H52 30 3.0 0.9 0.9

H53 31 3.0 0.9 0.9

H54 32 3.0 0.8 0.8

H55 33 3.0 0.8 0.8

H56 34 3.0 0.8 0.8

H57 35 3.0 0.8 0.8

H58 36 3.0 0.7 0.7

H59 37 3.0 0.7 0.7

H60 38 3.0 0.7 0.7

H61 39 3.0 0.6 0.6

H62 40 3.0 0.6 0.6

H63 41 3.0 0.6 0.6

H64 42 3.0 0.6 0.6

H65 43 3.0 0.6 0.6

H66 44 3.0 0.5 0.5

H67 45 3.0 0.5 0.5

H68 46 3.0 0.5 0.5

H69 47 3.0 0.5 0.5

H70 48 3.0 0.5 0.5

H71 49 3.0 0.4 0.4

H72 50 3.0 0.4 0.4

H73 51 3.0 0.4 0.4

61.4 0.0 61.4 7.3 7.0 7.0 8.80 54.4

整
備
期
間

（

1
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 1.1 1.0 1.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 2.2 2.0 2.0 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.3 2.9 2.9

H26 4 3.3 2.8 2.8

H27 5 3.3 2.7 2.7

H28 6 3.3 2.6 2.6

H29 7 3.3 2.5 2.5

H30 8 3.3 2.4 2.4

H31 9 3.3 2.3 2.3

H32 10 3.3 2.2 2.2

H33 11 3.3 2.1 2.1

H34 12 3.3 2.0 2.0

H35 13 3.3 2.0 2.0

H36 14 3.3 1.9 1.9

H37 15 3.3 1.8 1.8

H38 16 3.3 1.7 1.7

H39 17 3.3 1.7 1.7

H40 18 3.3 1.6 1.6

H41 19 3.3 1.5 1.5

H42 20 3.3 1.5 1.5

H43 21 3.3 1.4 1.4

H44 22 3.3 1.4 1.4

H45 23 3.3 1.3 1.3

H46 24 3.3 1.3 1.3

H47 25 3.3 1.2 1.2

H48 26 3.3 1.2 1.2

H49 27 3.3 1.1 1.1

H50 28 3.3 1.1 1.1

H51 29 3.3 1.0 1.0

H52 30 3.3 1.0 1.0

H53 31 3.3 1.0 1.0

H54 32 3.3 0.9 0.9

H55 33 3.3 0.9 0.9

H56 34 3.3 0.9 0.9

H57 35 3.3 0.8 0.8

H58 36 3.3 0.8 0.8

H59 37 3.3 0.8 0.8

H60 38 3.3 0.7 0.7

H61 39 3.3 0.7 0.7

H62 40 3.3 0.7 0.7

H63 41 3.3 0.7 0.7

H64 42 3.3 0.6 0.6

H65 43 3.3 0.6 0.6

H66 44 3.3 0.6 0.6

H67 45 3.3 0.6 0.6

H68 46 3.3 0.5 0.5

H69 47 3.3 0.5 0.5

H70 48 3.3 0.5 0.5

H71 49 3.3 0.5 0.5

H72 50 3.3 0.5 0.5

H73 51 3.3 0.4 0.4

H74 52 3.3 0.4 0.4

67.7 0.0 67.7 13.2 12.7 12.7 5.31 55.0

整
備
期
間

（

3
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H22 0 0.0 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 6.0

H23 1 0.9 0.9 0.9 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 1.8 1.7 1.7 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 2.7 2.4 2.4

H26 4 2.7 2.3 2.3

H27 5 2.7 2.2 2.2

H28 6 2.7 2.1 2.1

H29 7 2.7 2.0 2.0

H30 8 2.7 2.0 2.0

H31 9 2.7 1.9 1.9

H32 10 2.7 1.8 1.8

H33 11 2.7 1.7 1.7

H34 12 2.7 1.7 1.7

H35 13 2.7 1.6 1.6

H36 14 2.7 1.6 1.6

H37 15 2.7 1.5 1.5

H38 16 2.7 1.4 1.4

H39 17 2.7 1.4 1.4

H40 18 2.7 1.3 1.3

H41 19 2.7 1.3 1.3

H42 20 2.7 1.2 1.2

H43 21 2.7 1.2 1.2

H44 22 2.7 1.1 1.1

H45 23 2.7 1.1 1.1

H46 24 2.7 1.0 1.0

H47 25 2.7 1.0 1.0

H48 26 2.7 1.0 1.0

H49 27 2.7 0.9 0.9

H50 28 2.7 0.9 0.9

H51 29 2.7 0.9 0.9

H52 30 2.7 0.8 0.8

H53 31 2.7 0.8 0.8

H54 32 2.7 0.8 0.8

H55 33 2.7 0.7 0.7

H56 34 2.7 0.7 0.7

H57 35 2.7 0.7 0.7

H58 36 2.7 0.7 0.7

H59 37 2.7 0.6 0.6

H60 38 2.7 0.6 0.6

H61 39 2.7 0.6 0.6

H62 40 2.7 0.6 0.6

H63 41 2.7 0.5 0.5

H64 42 2.7 0.5 0.5

H65 43 2.7 0.5 0.5

H66 44 2.7 0.5 0.5

H67 45 2.7 0.5 0.5

H68 46 2.7 0.4 0.4

H69 47 2.7 0.4 0.4

H70 48 2.7 0.4 0.4

H71 49 2.7 0.4 0.4

H72 50 2.7 0.4 0.4

H73 51 2.7 0.4 0.4

H74 52 2.7 0.3 0.3

55.9 0.0 55.9 13.2 12.7 12.7 4.38 43.1

整
備
期
間

（

3
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



様式－５ 費用対効果（残事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 1.6 1.5 1.5 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 3.3 2.9 2.9

H26 4 3.3 2.8 2.8

H27 5 3.3 2.7 2.7

H28 6 3.3 2.6 2.6

H29 7 3.3 2.5 2.5

H30 8 3.3 2.4 2.4

H31 9 3.3 2.3 2.3

H32 10 3.3 2.2 2.2

H33 11 3.3 2.1 2.1

H34 12 3.3 2.0 2.0

H35 13 3.3 2.0 2.0

H36 14 3.3 1.9 1.9

H37 15 3.3 1.8 1.8

H38 16 3.3 1.7 1.7

H39 17 3.3 1.7 1.7

H40 18 3.3 1.6 1.6

H41 19 3.3 1.5 1.5

H42 20 3.3 1.5 1.5

H43 21 3.3 1.4 1.4

H44 22 3.3 1.4 1.4

H45 23 3.3 1.3 1.3

H46 24 3.3 1.3 1.3

H47 25 3.3 1.2 1.2

H48 26 3.3 1.2 1.2

H49 27 3.3 1.1 1.1

H50 28 3.3 1.1 1.1

H51 29 3.3 1.0 1.0

H52 30 3.3 1.0 1.0

H53 31 3.3 1.0 1.0

H54 32 3.3 0.9 0.9

H55 33 3.3 0.9 0.9

H56 34 3.3 0.9 0.9

H57 35 3.3 0.8 0.8

H58 36 3.3 0.8 0.8

H59 37 3.3 0.8 0.8

H60 38 3.3 0.7 0.7

H61 39 3.3 0.7 0.7

H62 40 3.3 0.7 0.7

H63 41 3.3 0.7 0.7

H64 42 3.3 0.6 0.6

H65 43 3.3 0.6 0.6

H66 44 3.3 0.6 0.6

H67 45 3.3 0.6 0.6

H68 46 3.3 0.5 0.5

H69 47 3.3 0.5 0.5

H70 48 3.3 0.5 0.5

H71 49 3.3 0.5 0.5

H72 50 3.3 0.5 0.5

H73 51 3.3 0.4 0.4

H74 52 3.3 0.4 0.4

66.2 0.0 66.2 7.3 6.8 6.8 9.77 59.4

整
備
期
間

（

2
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）



様式－５ 費用対効果（残事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H23 1 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 1.8 1.8

H24 2 1.3 1.2 1.2 5.4 5.0 5.4 5.0

H25 3 2.7 2.4 2.4

H26 4 2.7 2.3 2.3

H27 5 2.7 2.2 2.2

H28 6 2.7 2.1 2.1

H29 7 2.7 2.0 2.0

H30 8 2.7 2.0 2.0

H31 9 2.7 1.9 1.9

H32 10 2.7 1.8 1.8

H33 11 2.7 1.7 1.7

H34 12 2.7 1.7 1.7

H35 13 2.7 1.6 1.6

H36 14 2.7 1.6 1.6

H37 15 2.7 1.5 1.5

H38 16 2.7 1.4 1.4

H39 17 2.7 1.4 1.4

H40 18 2.7 1.3 1.3

H41 19 2.7 1.3 1.3

H42 20 2.7 1.2 1.2

H43 21 2.7 1.2 1.2

H44 22 2.7 1.1 1.1

H45 23 2.7 1.1 1.1

H46 24 2.7 1.0 1.0

H47 25 2.7 1.0 1.0

H48 26 2.7 1.0 1.0

H49 27 2.7 0.9 0.9

H50 28 2.7 0.9 0.9

H51 29 2.7 0.9 0.9

H52 30 2.7 0.8 0.8

H53 31 2.7 0.8 0.8

H54 32 2.7 0.8 0.8

H55 33 2.7 0.7 0.7

H56 34 2.7 0.7 0.7

H57 35 2.7 0.7 0.7

H58 36 2.7 0.7 0.7

H59 37 2.7 0.6 0.6

H60 38 2.7 0.6 0.6

H61 39 2.7 0.6 0.6

H62 40 2.7 0.6 0.6

H63 41 2.7 0.5 0.5

H64 42 2.7 0.5 0.5

H65 43 2.7 0.5 0.5

H66 44 2.7 0.5 0.5

H67 45 2.7 0.5 0.5

H68 46 2.7 0.4 0.4

H69 47 2.7 0.4 0.4

H70 48 2.7 0.4 0.4

H71 49 2.7 0.4 0.4

H72 50 2.7 0.4 0.4

H73 51 2.7 0.4 0.4

H74 52 2.7 0.3 0.3

54.6 0.0 54.6 7.3 6.8 6.8 8.06 47.8

整
備
期
間

（

2
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

年次 年度 t
費用便益比

Ｂ／Ｃ
純現在価値

Ｂ－Ｃ
便益① 残存価値

②
計

①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）便　益（Ｂ）
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〔大庭地区〕



















様式－５－１ 費用対効果（全体事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.8 1.0 1.0 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.5 1.9 1.9 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.3 2.7 2.7 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.1 3.4 3.4

H20 -2 3.8 4.1 4.1

H21 -1 4.6 4.8 4.8

H22 0 5.4 5.4 5.4

H23 1 6.1 5.9 5.9 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 6.9 6.4 6.4 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

187.7 0.0 187.7 44.6 47.9 47.9 3.92 139.8

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ

合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

整
備
期
間
（

1
0
年
）



様式－５－２ 費用対効果（残事業） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 3.8 3.5 3.5 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

155.7 0.0 155.7 26.9 25.0 25.0 6.23 130.7

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④



費用便益分析における感度分析結果（大庭地区）

地区名 残事業B/C 全体事業B/C 備考

6.23 3.92

＋10％ 5.67 3.73

－10％ 6.93 4.14

＋10％ 6.29 3.91

－10％ 6.13 3.91

＋10％ 6.83 4.30

－10％ 5.63 3.54

大庭

ケース分類

基本

残事業費

残工期

資産



様式－５ 費用対効果（全体事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.8 1.0 1.0 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.5 1.9 1.9 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.3 2.7 2.7 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.1 3.4 3.4

H20 -2 3.8 4.1 4.1

H21 -1 4.6 4.8 4.8

H22 0 5.4 5.4 5.4

H23 1 6.1 5.9 5.9 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 6.9 6.4 6.4 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

187.7 0.0 187.7 44.6 47.9 47.9 3.92 139.8合　　計

便　益（Ｂ）

便益① 残存価値
②

計
①＋②

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

整
備
期
間
（

1
0
年
）

純現在価値
Ｂ－Ｃ

年次 年度 t 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ



様式－５ 費用対効果（残事業：基本） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 3.8 3.5 3.5 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

155.7 0.0 155.7 26.9 25.0 25.0 6.23 130.7

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.8 1.0 1.0 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.5 1.9 1.9 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.3 2.7 2.7 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.1 3.4 3.4

H20 -2 3.8 4.1 4.1

H21 -1 4.6 4.8 4.8

H22 0 5.4 5.4 5.4

H23 1 6.1 5.9 5.9 4.3 4.1 4.3 4.1

H24 2 6.9 6.4 6.4 25.3 23.4 25.3 23.4

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

187.7 0.0 187.7 47.3 50.4 50.4 3.73 137.3

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（全体事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.8 1.0 1.0 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.5 1.9 1.9 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.3 2.7 2.7 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.1 3.4 3.4

H20 -2 3.8 4.1 4.1

H21 -1 4.6 4.8 4.8

H22 0 5.4 5.4 5.4

H23 1 6.1 5.9 5.9 3.5 3.3 3.5 3.3

H24 2 6.9 6.4 6.4 20.7 19.1 20.7 19.1

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

187.7 0.0 187.7 41.9 45.4 45.4 4.14 142.3

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 4.3 4.1 4.3 4.1

H24 2 3.8 3.5 3.5 25.3 23.4 25.3 23.4

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

155.7 0.0 155.7 29.6 27.5 27.5 5.67 128.2

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（残事業：残事業費-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 3.5 3.3 3.5 3.3

H24 2 3.8 3.5 3.5 20.7 19.1 20.7 19.1

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

155.7 0.0 155.7 24.2 22.5 22.5 6.93 133.2

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.7 0.9 0.9 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.4 1.7 1.7 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.1 2.4 2.4 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 2.8 3.1 3.1

H20 -2 3.5 3.8 3.8

H21 -1 4.2 4.3 4.3

H22 0 4.9 4.9 4.9

H23 1 5.6 5.4 5.4 2.6 2.5 2.6 2.5

H24 2 6.3 5.8 5.8 9.0 8.3 9.0 8.3

H25 3 7.0 6.2 6.2 15.3 13.6 15.3 13.6

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

H75 53 7.7 1.0 1.0

184.8 0.0 184.8 44.6 47.3 47.3 3.91 137.5

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

1
1
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）



様式－５ 費用対効果（全体事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.9 1.1 1.1 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.7 2.1 2.1 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.6 3.0 3.0 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.4 3.8 3.8

H20 -2 4.3 4.6 4.6

H21 -1 5.1 5.3 5.3

H22 0 6.0 6.0 6.0

H23 1 6.8 6.5 6.5 26.9 25.8 26.9 25.8

H24 2 7.7 7.1 7.1

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

190.6 0.0 190.6 44.6 48.7 48.7 3.91 141.9

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

便　益（Ｂ）

合　　計

費　用（Ｃ）

年次 年度 t

整
備
期
間
（

9
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）



様式－５ 費用対効果（残事業：工期+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 2.6 2.5 2.6 2.5

H24 2 2.6 2.4 2.4 9.0 8.3 9.0 8.3

H25 3 5.1 4.5 4.5 15.3 13.6 15.3 13.6

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

H74 52 7.7 1.0 1.0

H75 53 7.7 1.0 1.0

153.2 0.0 153.2 26.9 24.4 24.4 6.29 128.8

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

3
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（残事業：工期-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 26.9 25.8 26.9 25.8

H24 2 7.7 7.1 7.1

H25 3 7.7 6.8 6.8

H26 4 7.7 6.5 6.5

H27 5 7.7 6.3 6.3

H28 6 7.7 6.1 6.1

H29 7 7.7 5.8 5.8

H30 8 7.7 5.6 5.6

H31 9 7.7 5.4 5.4

H32 10 7.7 5.2 5.2

H33 11 7.7 5.0 5.0

H34 12 7.7 4.8 4.8

H35 13 7.7 4.6 4.6

H36 14 7.7 4.4 4.4

H37 15 7.7 4.3 4.3

H38 16 7.7 4.1 4.1

H39 17 7.7 3.9 3.9

H40 18 7.7 3.8 3.8

H41 19 7.7 3.6 3.6

H42 20 7.7 3.5 3.5

H43 21 7.7 3.4 3.4

H44 22 7.7 3.2 3.2

H45 23 7.7 3.1 3.1

H46 24 7.7 3.0 3.0

H47 25 7.7 2.9 2.9

H48 26 7.7 2.8 2.8

H49 27 7.7 2.7 2.7

H50 28 7.7 2.6 2.6

H51 29 7.7 2.5 2.5

H52 30 7.7 2.4 2.4

H53 31 7.7 2.3 2.3

H54 32 7.7 2.2 2.2

H55 33 7.7 2.1 2.1

H56 34 7.7 2.0 2.0

H57 35 7.7 1.9 1.9

H58 36 7.7 1.9 1.9

H59 37 7.7 1.8 1.8

H60 38 7.7 1.7 1.7

H61 39 7.7 1.7 1.7

H62 40 7.7 1.6 1.6

H63 41 7.7 1.5 1.5

H64 42 7.7 1.5 1.5

H65 43 7.7 1.4 1.4

H66 44 7.7 1.4 1.4

H67 45 7.7 1.3 1.3

H68 46 7.7 1.3 1.3

H69 47 7.7 1.2 1.2

H70 48 7.7 1.2 1.2

H71 49 7.7 1.1 1.1

H72 50 7.7 1.1 1.1

H73 51 7.7 1.0 1.0

158.2 0.0 158.2 26.9 25.8 25.8 6.13 132.4

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.8 1.1 1.1 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.7 2.0 2.0 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.5 2.9 2.9 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 3.4 3.8 3.8

H20 -2 4.2 4.5 4.5

H21 -1 5.0 5.2 5.2

H22 0 5.9 5.9 5.9

H23 1 6.7 6.5 6.5 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 7.6 7.0 7.0 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 8.4 7.5 7.5

H26 4 8.4 7.2 7.2

H27 5 8.4 6.9 6.9

H28 6 8.4 6.6 6.6

H29 7 8.4 6.4 6.4

H30 8 8.4 6.1 6.1

H31 9 8.4 5.9 5.9

H32 10 8.4 5.7 5.7

H33 11 8.4 5.5 5.5

H34 12 8.4 5.2 5.2

H35 13 8.4 5.0 5.0

H36 14 8.4 4.9 4.9

H37 15 8.4 4.7 4.7

H38 16 8.4 4.5 4.5

H39 17 8.4 4.3 4.3

H40 18 8.4 4.1 4.1

H41 19 8.4 4.0 4.0

H42 20 8.4 3.8 3.8

H43 21 8.4 3.7 3.7

H44 22 8.4 3.5 3.5

H45 23 8.4 3.4 3.4

H46 24 8.4 3.3 3.3

H47 25 8.4 3.2 3.2

H48 26 8.4 3.0 3.0

H49 27 8.4 2.9 2.9

H50 28 8.4 2.8 2.8

H51 29 8.4 2.7 2.7

H52 30 8.4 2.6 2.6

H53 31 8.4 2.5 2.5

H54 32 8.4 2.4 2.4

H55 33 8.4 2.3 2.3

H56 34 8.4 2.2 2.2

H57 35 8.4 2.1 2.1

H58 36 8.4 2.0 2.0

H59 37 8.4 2.0 2.0

H60 38 8.4 1.9 1.9

H61 39 8.4 1.8 1.8

H62 40 8.4 1.7 1.7

H63 41 8.4 1.7 1.7

H64 42 8.4 1.6 1.6

H65 43 8.4 1.6 1.6

H66 44 8.4 1.5 1.5

H67 45 8.4 1.4 1.4

H68 46 8.4 1.4 1.4

H69 47 8.4 1.3 1.3

H70 48 8.4 1.3 1.3

H71 49 8.4 1.2 1.2

H72 50 8.4 1.2 1.2

H73 51 8.4 1.1 1.1

H74 52 8.4 1.1 1.1

205.8 0.0 205.8 44.6 47.9 47.9 4.30 157.9

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（全体事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7 0.0 0.0 0.0 4.9 6.6 4.9 6.6

H16 -6 0.7 0.9 0.9 6.8 8.9 6.8 8.9

H17 -5 1.4 1.7 1.7 5.2 6.4 5.2 6.4

H18 -4 2.1 2.4 2.4 0.9 1.0 0.9 1.0

H19 -3 2.8 3.1 3.1

H20 -2 3.5 3.7 3.7

H21 -1 4.2 4.3 4.3

H22 0 4.8 4.8 4.8

H23 1 5.5 5.3 5.3 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 6.2 5.8 5.8 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 6.9 6.2 6.2

H26 4 6.9 5.9 5.9

H27 5 6.9 5.7 5.7

H28 6 6.9 5.5 5.5

H29 7 6.9 5.3 5.3

H30 8 6.9 5.1 5.1

H31 9 6.9 4.9 4.9

H32 10 6.9 4.7 4.7

H33 11 6.9 4.5 4.5

H34 12 6.9 4.3 4.3

H35 13 6.9 4.2 4.2

H36 14 6.9 4.0 4.0

H37 15 6.9 3.8 3.8

H38 16 6.9 3.7 3.7

H39 17 6.9 3.6 3.6

H40 18 6.9 3.4 3.4

H41 19 6.9 3.3 3.3

H42 20 6.9 3.2 3.2

H43 21 6.9 3.0 3.0

H44 22 6.9 2.9 2.9

H45 23 6.9 2.8 2.8

H46 24 6.9 2.7 2.7

H47 25 6.9 2.6 2.6

H48 26 6.9 2.5 2.5

H49 27 6.9 2.4 2.4

H50 28 6.9 2.3 2.3

H51 29 6.9 2.2 2.2

H52 30 6.9 2.1 2.1

H53 31 6.9 2.1 2.1

H54 32 6.9 2.0 2.0

H55 33 6.9 1.9 1.9

H56 34 6.9 1.8 1.8

H57 35 6.9 1.8 1.8

H58 36 6.9 1.7 1.7

H59 37 6.9 1.6 1.6

H60 38 6.9 1.6 1.6

H61 39 6.9 1.5 1.5

H62 40 6.9 1.4 1.4

H63 41 6.9 1.4 1.4

H64 42 6.9 1.3 1.3

H65 43 6.9 1.3 1.3

H66 44 6.9 1.2 1.2

H67 45 6.9 1.2 1.2

H68 46 6.9 1.1 1.1

H69 47 6.9 1.1 1.1

H70 48 6.9 1.1 1.1

H71 49 6.9 1.0 1.0

H72 50 6.9 1.0 1.0

H73 51 6.9 0.9 0.9

H74 52 6.9 0.9 0.9

169.6 0.0 169.6 44.6 47.9 47.9 3.54 121.7

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

1
0
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（残事業：資産+10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 4.2 3.9 3.9 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 8.4 7.5 7.5

H26 4 8.4 7.2 7.2

H27 5 8.4 6.9 6.9

H28 6 8.4 6.6 6.6

H29 7 8.4 6.4 6.4

H30 8 8.4 6.1 6.1

H31 9 8.4 5.9 5.9

H32 10 8.4 5.7 5.7

H33 11 8.4 5.5 5.5

H34 12 8.4 5.2 5.2

H35 13 8.4 5.0 5.0

H36 14 8.4 4.9 4.9

H37 15 8.4 4.7 4.7

H38 16 8.4 4.5 4.5

H39 17 8.4 4.3 4.3

H40 18 8.4 4.1 4.1

H41 19 8.4 4.0 4.0

H42 20 8.4 3.8 3.8

H43 21 8.4 3.7 3.7

H44 22 8.4 3.5 3.5

H45 23 8.4 3.4 3.4

H46 24 8.4 3.3 3.3

H47 25 8.4 3.2 3.2

H48 26 8.4 3.0 3.0

H49 27 8.4 2.9 2.9

H50 28 8.4 2.8 2.8

H51 29 8.4 2.7 2.7

H52 30 8.4 2.6 2.6

H53 31 8.4 2.5 2.5

H54 32 8.4 2.4 2.4

H55 33 8.4 2.3 2.3

H56 34 8.4 2.2 2.2

H57 35 8.4 2.1 2.1

H58 36 8.4 2.0 2.0

H59 37 8.4 2.0 2.0

H60 38 8.4 1.9 1.9

H61 39 8.4 1.8 1.8

H62 40 8.4 1.7 1.7

H63 41 8.4 1.7 1.7

H64 42 8.4 1.6 1.6

H65 43 8.4 1.6 1.6

H66 44 8.4 1.5 1.5

H67 45 8.4 1.4 1.4

H68 46 8.4 1.4 1.4

H69 47 8.4 1.3 1.3

H70 48 8.4 1.3 1.3

H71 49 8.4 1.2 1.2

H72 50 8.4 1.2 1.2

H73 51 8.4 1.1 1.1

H74 52 8.4 1.1 1.1

170.7 0.0 170.7 26.9 25.0 25.0 6.83 145.7

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t



様式－５ 費用対効果（残事業：資産-10%） 水系名：淀川 河川名：淀川 単位：　億円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H15 -7

H16 -6

H17 -5

H18 -4

H19 -3

H20 -2

H21 -1

H22 0

H23 1 0.0 0.0 0.0 3.9 3.7 3.9 3.7

H24 2 3.5 3.2 3.2 23.0 21.3 23.0 21.3

H25 3 6.9 6.2 6.2

H26 4 6.9 5.9 5.9

H27 5 6.9 5.7 5.7

H28 6 6.9 5.5 5.5

H29 7 6.9 5.3 5.3

H30 8 6.9 5.1 5.1

H31 9 6.9 4.9 4.9

H32 10 6.9 4.7 4.7

H33 11 6.9 4.5 4.5

H34 12 6.9 4.3 4.3

H35 13 6.9 4.2 4.2

H36 14 6.9 4.0 4.0

H37 15 6.9 3.8 3.8

H38 16 6.9 3.7 3.7

H39 17 6.9 3.6 3.6

H40 18 6.9 3.4 3.4

H41 19 6.9 3.3 3.3

H42 20 6.9 3.2 3.2

H43 21 6.9 3.0 3.0

H44 22 6.9 2.9 2.9

H45 23 6.9 2.8 2.8

H46 24 6.9 2.7 2.7

H47 25 6.9 2.6 2.6

H48 26 6.9 2.5 2.5

H49 27 6.9 2.4 2.4

H50 28 6.9 2.3 2.3

H51 29 6.9 2.2 2.2

H52 30 6.9 2.1 2.1

H53 31 6.9 2.1 2.1

H54 32 6.9 2.0 2.0

H55 33 6.9 1.9 1.9

H56 34 6.9 1.8 1.8

H57 35 6.9 1.8 1.8

H58 36 6.9 1.7 1.7

H59 37 6.9 1.6 1.6

H60 38 6.9 1.6 1.6

H61 39 6.9 1.5 1.5

H62 40 6.9 1.4 1.4

H63 41 6.9 1.4 1.4

H64 42 6.9 1.3 1.3

H65 43 6.9 1.3 1.3

H66 44 6.9 1.2 1.2

H67 45 6.9 1.2 1.2

H68 46 6.9 1.1 1.1

H69 47 6.9 1.1 1.1

H70 48 6.9 1.1 1.1

H71 49 6.9 1.0 1.0

H72 50 6.9 1.0 1.0

H73 51 6.9 0.9 0.9

H74 52 6.9 0.9 0.9

140.7 0.0 140.7 26.9 25.0 25.0 5.63 115.7

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費用便益比
Ｂ／Ｃ

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
（

2
年
）

便　益（Ｂ） 費　用（Ｃ）

年次 年度 t












